—— 老母よりの 書信 —— 

ねずみこぞう いずみち よう 

鼠 小僧の 家 は、 神 田 和 泉 町で はなく、 日本 

橋 区 和 泉 町、 人形 町 通り 左側 大通りが 和 泉 

町で、 その 手前の 小路が 三 光 新道、 向 側 I 

I 人形 町 通り を 中には さんで 右側 大通りが 

堺町、 及が くや 新道、 水 天宮は 明治 七、 八 

年から 芝 三 田 辺より 来られ 候。 

三 光 新道が 鼠 小僧の 家、 母親と 妹が すまつ 

てゐ て、 妹に は 旦那が あって、 その 旦那の 

来て ゐる時 は、 表の こうし 戸の 前に 万年 草 

の 植木鉢が 出して ある。 鼠 小僧 は 小 がらな、 



うす あばたの ある、 ちいさな よき 男の よし 

その 母 は 引 廻し の 日に とうとい お 寺へ 参つ 

おば あ 

て 坊さんに なった さう です。 祖母さん の 若 

いころに は堺 町に 芝居が 三 座 あり、 その外 

人形 座 も あり、 かげま 茶屋と いふ もの も あ 

つたよ しに 候。 

私 は 微笑した。 こんなつ まらない 事で は あるが、 他 

人の いった 事が 正しい ような 気がして 無意識に 従う ザ J 

とが ある。 実は、 前章の 末に 書いた 鼠 小僧の くだんの 

中に、 神 田 和 泉 町と 書いた の は 何処かに 目に 残って い 



遊女 屋町吉 原の 大門 通りであって、 堺町、 和 泉 町、 

浪花 町、 住吉 町、 大坂 町で とんで 伊勢 町な ど、 みんな 

関西から 出稼ぎ —— 遊女 屋の 出身地 だとば かり はい わ 

れ まいが —— 人の 地名から 来て いる。 長 谷川 町 は 大和 

からの 名で あろうが、 其 i に は 長 谷川と いう 大きな 木 

い ま 

綿 問屋が 現今で も ある。 

葭町を 廓の 中心地と すると、 人形 町の 名が どうや 

ら わかって くる。 人形 屋も あり はあった が、 

むろまち じ つけんだ な 

室町 十 軒 店の 方が 有名で も ぁリ、 数 も 多い。 ここの 人 

あきない おやじば し 

形 商 はお やま 商業であった ことが わかる。 親父 橋が 渡 

しで 廓が よいに 不 Iffi だろうと、 遊女 屋 側から かけた の 



で、 遊 人 それ を徳 とし、 その 特志家 を II 実は 商業 上 

手 を、 おやじお やじと 尊称した 名が 残ったの であると 

たんぼ 

記録に も ある。 このよし 原が 浅 草 田圃に 移され、 新吉 

原と なつてから でも、 享楽 地と して は 人形 町 通り を 境 

よ ふきや 

にして 親父 橋 寄りに、 葭町、 堺町、 葺屋町 側に 三 座の 

やぐら いろ こびく に はんじょう 

櫓が あり、 かげま 茶屋、 色 子、 比丘尼が 繁昌した。 

今では 反対の 側の 住吉 町、 浪花 町の 方に 芸妓 屋が のこ 

り、 明治の 末 大正に かけて、 かき がら 町に 私娼、 大正 

芸妓が あった。 

新 吉原は 浅 草 公園 を 外苑 地帯と して 根 を 張り、 あと 

から 移転して いった 芝居 —— 山 之 宿の 巿村 座、 鳥 越の 



中 村 座な ど、 激しい 時代 転 歩に サッサ と 押 流され、 

せきじつ なく 

昔日の 夢の あと は 失な つてし まった が、 堺町、 葺屋町 

の 江戸 三 座が、 新吉原 附近に 移る に は 間が あった。 古 

い 廓の ロマンスと いうよう な ものが 残つ ていた かとい 

か. to- ろ 

うと、 私が 知ってい るの は 禿が 池と いうの が 大門 通 

リの突 当り、 住吉 町の 地 尻り にあった。 今でも 何 か 神 

社が 残って いるで あろうが、 かなり 広い 池 を もった 

やしろ かぐら どう 

社で 神楽 堂が 池の 中に あった。 昔日 はもつ ともつ と 

うめたて 

大きな 池だった ときいて いたが、 埋 立ら れて、 清 元 家 

内 太夫の 家 や、 芸妓 屋ゃ、 お 妾さん の 家が ギッ シリと 

いき 

建って しまった。 向 厠に 粋な うなぎやが あつたが、 そ 



ている。 

テン コッ さん 森 口 嘉造氏 は そこら 一 帯の 大屋さんで、 

口利きで、 対談 事、 訴訟に も おくれをとらぬ 人、 故 松 

助演 じる ところの 『梅雨 小袖』 の 白木屋お 駒の 髪^ i 

しん ざ かつお 

新 三 をと つ ちめ る 大屋さん、 鰹 は 片身 もら つ て ゆく 

タイプ 

よの 型で、 もちつ と ゴック した、 ガッチ リ した 

さいづちあたま 

才槌頭で ある。 テン コッ さんの いわれ は 知らない。 

き げんこ 

一 度 何の ことかと 父に 訊いたら、 拳固 を かためて 頭の 

ところへ もっていつ たような こと をした が、 私に はな 

ん のこと なのか 分った ようで 訳らなかった。 たぶん、 

頭が かたい —— 頑迷 だとい うの かも 知れない。 母に き 



町の 方に 火柱が たっとい うこと は 毎夜 噂され ていた。 

祖母 を さすり に 毎晚 交替 でく る、 栄良 だの 栄信 だのと 

まな 

いう 小 あんまた ちまで が、 自分た ち も 見た ように 咄す 

のだった。 私たち も 怖々 夜更けに 出て 見た ことがある。 

そういえば 気のせい か、 下の 方 は 見えないで、 一抱え 

以上 も ある 火気が —— 丸い 柱が、 ポッと 立って いるよ 

うに 思えた のだった。 

書生た ち は 早くから あつまつ てきた。 河岸 を 廻って 

細 川 様 (浜 町 清 正 公 様) のさき から、 火事場の 裏から 

でなければ はいれ まいと 父 も 洋服 を 着て 出て い つ た 

(その 前まで は 剌っ子 を 着る のだった が)。 火事場の 中 



に は、 テン コッ さん 一 家の 一 人に、 肺病で 寝て いる、 

来春 大学 を 出る 法律 書生の、 父の たった 一人の 甥 もい 

たから、 家の もの は 案じき つていた。 

と、 大通りの 勢いの よい 人た ちに 突きの めされな が 

ら、 薄い きもの 一枚で、 葛籠 を 肩に した 青い 少年が フ 

ラフラと 現われた。 待ちに は 待って いたが、 手厚く 連 

れて こられる ものと して 待ち かまえて いた 女た ち は そ 

ふるえ ながわずらい や き ば くすり 

れを 見る と 戦慄た。 長 病 の 少年が II 火葬場の 薬 

まで もらおう という ものが、 この 夜寒に、 —— しかも 

重い 病人に、 荷物 を もたせて、 綿の はいった もの もき 

せずに 



兵衛 さんに 手伝って、 いつにな く 機嫌よ く 壁 張りの 手 

伝い や 見物 や 助言 をした。 それ は 逆さま だ、 こっちの 

ほう のリ 

面へ 糊 をつ けた 方が よいのと。 

古新聞が 壁に はられてから あたし は せっせと 稽古に 

通うよう になった。 番 がきても なかなか 座らない。 お 

まけに お 弟子が すけない からい つも 私の 番 がすぐ にあ 

は 、- 

る。 私 は 這 入って ゆく にも 足音 を 忍ばせて、 こんち は 

も 言わないで 壁に ゆく。 勝 梅さん は 内職の 毛糸の 編物 

めくら 

をして いるが、 勘の よい 盲目さん で、 ニヤ ニヤ 笑いな 

がらい つた。 

「おやつち やん、 はじめましょう。 一 



上って 来た。 だが、 何が 彼 を そんなに 怒らせた のか 分 

ら なかった。 

『都の 花』 は 近所からの 借 ものだった の だ。 あたし は 

かわや 

また 高い ところの 古新聞 を 読んだ。 厠 の はどうに も 

ならない が、 梯子段の 近辺 は 手すりに のぼった。 窓の 

-P もリ 

近く は 窓 にの ぼり、 欄間に 手 を かけて 屋守 の 這う か た 

ちでした。 向 側の キリ 昆布 屋 から 危なくて 見て いられ 

ない と 苦情 を 申込んで 来たので、 また 兄貴が 呶 鳴った。 

また すリ ばち 

翌日 ゆく と、 善兵衛 おじいさんが 股の 間へ 摺鉢を 入れ 

て、 赤つ ぼい 大きな お 団子 をゴ ロゴ 口 やって いるので、 

摺鉢 をお さえて やりながら、 なにに する の だとき くと、 



と 中にはい つ て 横に 寐て 言った。 

「なんて 楽な ことで 御座いましよう。 お 布団 はふく ふ 

くして、 なんとももう されない よい 気持ちで 御座いま 

ぢラじ ±> つ 

す。 おば あ 様に あやかりまして、 私 も 極楽往生いた 

します ように。」 

なまいだ、 なまいだ、 なまいだ、 と棺 から 出て きて 

そらねん ぶ つ 

も 空念仏 を 言い つづけて いた。 

つけもの おけ 

おや そさんが、 漬物 桶と 同居して 死んだ 時、 十本の 

ひも 

指に 十本、 手首に も 結びつけ ていた 紐が ある。 その 紐 

は みんな 寐 床の 下から 出て いた。 死体 を棺に 入れたら 

きんちゃく 

床の 下から ずるずると 幾つ もの 巾着 が 引きずられて 
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